巧証き 


マイコン巧とう S 動ポット保証書 


持込修理 


取扱説明害-本体表示などのを意害きに従った使用状態で保証期間巧に故障した場合には、無料修理いたしまず。 

製品と本きをご持参のうえ、お頁い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、 
出張料や翰送料などの実まを申し受けまず。 
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堅名 

CD - JE 22/ CD - JE 30 

修理メモ 

お 

養 

お名前 〇 

ご住所〒 

m 

S 買い上げ曰 

年月日 

※販売店名•住所 

巧 

保証期間 
お頁い上げ日より 

本体1年 


※巧欄こ記入のない場合は無効となりまずので、必ずご確認ください。 


1. ご転居-ご贈を品などでお買い上げの販売店に修理をご依頼に 
なれない場合は、弊社のお客様ご相識□にご連格ください。 

2. 保 H 期間内でを次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りや不当な修理•改造による故障および損傷。 
归）お買し、上げをの输を•移動•舒などによる娜および織。 
( A ) 銭•地 巧 •水害•落雷.その他の3^地変、公害， 
塩害-ガス害（硫化ガスなど）、異常電圧-指定がの使 
用電源（電圧- mmo などによる故障および損傷。 
一般家庭用似か（たとえぱ業務用など）に使用された 
場合の故障および損お。 

車両-船舶などに)^された場合の故障および損傷。 
槐のご騎がない場合。 

本まにお買い上け年月曰-おぎ様名-販売店をの記入 
のない場合、あるいは宇巧をまさかえ目れた場合。 
消耗品などの交換。 


(二) 

(ホ） 

い） 

(卜） 


(チ） 


3. 本まは曰本国巧においてのみ有効でず。 

This warr 曰 nty 旧 valid only in Japan . 

4. 本まはを難.乂災などの不可な力ながで紛失された場合は 
再発行し、たしませんので、大切に保管してください。 

•お客様にご記入いただいた記載内容は、な霞期間巧のヴー 
ビス活動およぴそのをのま全点検活動のために利用させて 
いただ<場合がございますので、ご了承<ださい。 

•この保記害は、本害に明ちした期間-条件のおとにおい 
て無料修理をお約束するちのです。したがって、この保 
証舍によって保証まを発行している者（保証夏任ち）お 
よぴそれながの事業をに対するお客様の法律上の権利を 
制おするちのではありませんので、保証期間経週後の修 
理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店ま 
たは弊社のお客様ご相談窓口にお問い合わはください。 


を印7ホ-ピンな巧舍な 

f 530-8511 大阪巿化区天お IT 目20番目号〇の 6)6356-24 引 


おさ樣ご相談贴 


巧埋•お取り扱い•消耗品や部品ご購入などのご 
相談は、まずお買い上げの販売店にお問い合わせ 
<ださい。 

ご転居やご贈を品などでお困りの場合は、货社のな 
□ r おを様ご相談センター J にお PS い合わせくださし、。 
所在地•■話ま号などは巧更になることがありまず 
ので、ち5かじめご了承< ださい。 


ホー ムぺ ージの ごち内 


部品 • 消耗品 • 別売品のご購入専巧ページ 

http;//www.zojirushi-de-shopping.com/ 



受付時固9:00〜口:〇〇巧巧日〜金盾日用!日嘴社が業日をなく） 

♦ 巧巧電話 - PHS • IP ち話などけピダイヤルが利用できないち献 

でのお問い合わせ . Tel (06)6356-2451 

♦ファクシミリでのお問い合わせ . Fax の 6) 目 356-6143 

製品の r 型名-お問いをわせ内容 J と、お客なの r お名前 • ご住所•ち話 
まち ‘ Fax 香ち J をご記入のうえ、お問い合わせください。 

〒已 30-0 日43大拓耐陋天滿 1 T 目19ま9ち 


•お客様からご提供いただく r お名前•ご住所’窜話番号など J は、製品のアフターサービスおよびそのをの巧全点検活動のために 
利用させていただ < 場合びございますのでご了承顧います。 


愛情点な 

長年ご使用のマイコン巧とう里動ポットの点検を！ 

の 

fc 香 

なま 

i 

•ご使用中、コード•差込みフラグび異常に 
熱 < なる 

•保湿ランフに切りかわらなし化きびある 
参その他の異常や故障びおる 

► 

ご 

巧 

用 

中 

止 

こんな症がのときは、故障や 
事故の防止のため、必ず販売 
店に点検(有料)をご相談くだ 
さい。 


CD^JE 型® 


困つたとをに 


商品 Q&A ♦••♦♦••ぃ .. ♦ 

巧障かなと思ったとを… 

仕様 . 

アフターヴービス . 

保証書 . 

お客様ご相說を □. 


お使いになるまえに 


安全上のごま意 . 2 

を部のなまえと扱い方 . 4 

部品の交換•購入について……4 


使い方 


湯をわかず . 6 

湯を注ぐ . 8 

残り湯をずてる . 8 

再沸と5 . 9 

空だを防止 . 9 

( piT なお能） 


98保溫/60保温， . 10 


7時間タイマー 


お手入れ 


お手入れ . 12 

• 内ぶたノてッキンの交巧 . 12 


クエン酸洗を(ピヵポット) . 13 


取扱説明書 



•このたびはお買い上げいたださ、まことに 
ありびとラございました。 

♦取扱説明書をよ < お読みのラえ、正し <お使い 
ください。お読みになったあとは、大切に保管 
して<ださい。 


保証書つき 


Z か IR 的 HI 


マイコン巧とラ 


電動ポット 

型 CD-JE22 型 
名 CD-JE30 型 6 くじ 


3 4 5已 

1111 


證 






































































ま全上のごを意 


必ずお守0ください 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未がに防止ずるため、必ずお守りいただくことを 
説明しています。 


■誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を、次の区分で説明していまず。 

A K とヒ 死 t や重傷に結びつく恐れび 
公兰® 口 ある内容です。 

A 堅なまたは家屋，家財などの損害に 

結びつく恐れびある内容でず。 

J 

■おすりいただく内容を、次の区分で説明していまず。 

0してはいけない隙止」内容です。 

A 実行しなければながよい「指示」内容です。 


A 蓄告 


改造はしない。またな 
巧な術者なかの人は分 
分解 R 止 解したり修理をしない 

•感電•けびの原因にな 
0ます。修理はお買い上げ 
の販売店または弊社のお 
客様ご相談窓口にご相談 
<ださい。 

XTN 水につけたり、水をか 
胃 けた 0 しない 

織!織親めれた 

'>3 -卜彌 © sans 巧嚇す。 

/ Oi 满水表示な上の水を 
じソ入れなぃ 

"" ^湯びふをこぼれ、やけどの 
恐れびあります。 

—么ここまで 1 

巧 

^ コードや室込みプラグ 
が傷んだ0、コンセント 
禁と のまし么みがゆるいと 
をは使用しない 

感電•ショート • 発乂の原因 
になります。 

差泣みプラグ コンセント 

US ] 

_ J 

/ C \ 上ぶたをつけたまま 
じソ巧り巧をずてなし、 

*«ム上ぶたびはずれたときに湯 
がかかってやけどする恐れ 
びあ0ます。 


^ コードを傷つけない 

麵に曲げ r こり、引づ S ったり、 

«止ねじったり、たばねたり、高 
温部に近づけたり、重いを 
のをのせたり、挟み込んだり、 
加工した D するとコードび 
破損し、火災•感電の原因に 
なりまず。 

XStev めれた手で差込みプフ 
胃グ巧巧をさししない 

めれ韩1止感覃やけびをすることぴ 
あ0まず。 

/〇本体巧巧きかかえたり、 
しソ傾けたり、ゆずったり、上 
禁止 ぶたを持って巧面やが活 
をしない 

自助□ジクされていてを、本 
体を傾けたり倒したりすると 
をぎ□や蒸気□か6湯び流れ 
出て、やけどの恐れびあ0ます。 

巧気口に触ったり、手や 
^ 巧を近づけない 

S 曲 煤止やけどをすることがあ0ます。 
特に乳か巧にはさわ S せな 
いようご注意ください。 

/〇がを入れて保を用に 

じソ使ゎなぃ 

禁と結度び生じ、感電•故障の巧 
れびお0ます。 

^ボットを拓倒させない 

v^y 自動□ックされていてを、本 
Slh 体を傾けたり倒したりずると 
注ざ口や聚気□か S 湯げ流れ 
出て、やけどの厭 n びあります。 

/〇上ぶたを巧いよく巧め 

禁と湯びふをこぼれ、やけどの 
恐れびあ D まず。 

水ながのものを入れたり、 
心 わかした D しない 

禁止泡立ちび起こり、内容物びぶを 
出してやけどの潮化あります。 
また水路び詰まった0内容器 
の焦げつさやな食•フッ素被膜 
びはがれる原到こなりまず。 

* 牛乳•酒•スーフ備長炭- 
ティーバッグ•お茶の 葉 
♦インスタント食品の調理 
•レトルト食品のあたためや食 
材をポ IJ 袋などに入れて加熱 
する調理 J 

/ Oi 巧気□をふさんなどで 
vO >^ ふさびない 

禁止湯びふさこぼれ、やけどの 
恐れびおります。 

上ぶたのを形•ををや®盾 
の原因になります。 

/ C \ 子供だけで巧わせた0、 
VJ ゾ幼巧の手の届くところ 
禁止 で使わない 

やけど•感電•けびをする 
^ 恐れびありまず。 

/ CN 交流100 V なかでは巧 
用しない 

禁止义災感至の原因になります。 


2 • お買い上げの製品と本害に旨己載したイラストは異なることがありまず。 


A 香ち 


/<7、マグネットプラグの巧 
じゾ靖にピンなど金属片や 
巧止ごみを付ちさせない 

感電•ショート発乂の原 
因になります。 

A 上ぶたは確実に閉める 

58!倒れたときに'齡流れ出て 
がず*®®やけどの恐れびありまず。 

A 差込みプラグの巧(ブラ 
W グの巧端）および巧の 
mm 巧付面にほこ0び付驚 
してし巧場合はよ <ふ< 

火災の原因になります。 

A 定格15 A な上のコン七 
V ントを単独で使ぅ 

がず^他の器具と併用ずると分岐コ 
ンセント部び異常発熱して発 
义することびあります。 

A 差込みプラグはコンセント 
W の巧までいかり善し这む 

必ず麵感重•シヨ—卜•発煙•発乂① 
原因にな0ます。 

/ C \ マグネットプラグをな 
めさせない 

巧止感覃やけがの原因になります。 
特に耻か風こはさわらせな 
いようごを意ください。 

A 冥ち•故障時には直ちにな用を中止する 

mW そのまま使用ずると!離璧•感坦•け別こ至る柳びぁります。 

<異常•故居例> 

•差込みフラグ-〕ード媽常に熱くなる 

*コードに傷びついたり、触れると通里したりしなかったりする 

•本体がをあしたり、異常にない 

•本体から煙び出たり、焦げ <さいにおいがずる 

■本体の一部び割れたり、ゆるみやびたつさびある 

•蒸気が10分な上出続け、保温に切りかわ5ない 

このようが合は、すぐにラ抑ないて、 HSEJS におチ攒する， 

巧ぶたパッキンび白< 
が挽した S 嫌ずる 

酣たり誤〇て ffl したとき 
に煮ぴ流れ出てやけどの恐 
れびあ0ます。 

V _ 


A 注ち 


べ^上ぶたを開けるとき、 
^出る蒸気に汹れない 

接が Rlh やけどの原因になります。 

^出湯中に本がを回をない 

'ey 湯び飛び散りやけどの恐れび 
禁止あります。 

ぶ使時な州よ、是込みプ^ 
^ラグをコンセントか5 

フラグ嫌く巧く 

けがややけど、絶緑劣化によ 
る感ち•漏電乂巧の原因にな 
0まず。 

^使用中や使用をしば5 
^ くは高温部に触れない 

接曲點 h やけどの原因になりまず。 

^壁や家具の巧くで做ない 

禁止変を•変形の原因にな D ます。 

/〇.不焼な巧巧や熟に弱い 
Qy 教物の上では使用しない 

禁止火災の原因になります。 

^おおのそばや IHII 理器の 
上で使用しない 

禁止火が•故障の原因になりまず。 

A お手入れは巧めてか5 

高温部に触れ、やけどの恐 
れびあ0ます。 

^おわかし中は、ちホをがない 

vjy 湯び巧び散りやけどの原因 
禁止になります。 

専用の巧おコードながは 
'ey 使用しない 
禁止電源コードは化のなおに 
巧用しない 

また海外仕様の電気製品 
に使用しない 
故障•発火の恐れびあ0ます。 

A 是込みプラグを巧くとき 
W は、コ-ドを持たずにが 
おお離ず巧端の是 a みプラグ 
を持って巧< 

感至やショートして発乂す 
ることびあります。 

J 

へ 本巧を持ち運ぶとまは、上 
^ぶた网閉つまみに触れない 

上ぶたび開いてけびややけ 
L どをすることびありまず。 


お巧い 


h 巧だをはしない 

火災•故居の原因にな0ます。 

■化の B 巧な器に巧巧が当たる 
場所では使用しない 

編こより、幾鹏•齡. 
変形の原因になります。 

■バネル巧には湯が 1 

雜識 M 

ずる が 

故障の原因にバネルノ 


■落とず-ぷつけるなどの衝 S 巧 
与えない 故障•破損の原剧こなります。 

■キッチン用収納捆などの上で煮わかしをする巧合、巧気が天井部分に 
当たらないよラに注意ずる 変色や変あの原因になります。 

な0ます。 

■ラジオなどの近<で巧わない 

ラジオ•テレビ•無おな•インターホン 
などへのお巧のないところまでおし 
て使って < ださい。 

腊び入る恐れびぁります。 ^ 

■凍ちずる恐れのある場所に長時間電源を切って放因ずる巧合は、必ず巧 

端巧の水を完全にずてる 滿勃こよる故障の馳になります。 

，本体を引きずつて巧面しない 抓などに傷びつく恐れびあります。 
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さ巧のなまえと巧い方 




上ぶた開閉つまみ ロラジ トフック) 


觀口 


* 湯わかし時に蒸気び出て高温に 
なるのでを意してください。 


巧ぶたバッキン 


巧容器（フッ痴口:！:) 


八ンドル 


プラグ差込み口 


マグネットフラグを差し込む 

回乾底 


#巧ぶたノてッキンが白く巧色した5巧 
巧してくだホい。（有料） ^ P .12 
傾けたり誤って倒したとさに、巧げ 
流れ出てやけどの恐れがちりまず。 


ヒンジ巧! 


おずて位田 

ここか日湯をすてる 

满水^^ 


操作部 


注ぎ口 


ここから湯び出る 

水屋あち部 


が火表示 


♦必ず表おが上水を 
入れて < ださい。 

容器ネット 


* お手入れ後、忘れずに取0 
つけてください。 ^ P .12 


巧ぶた 


03 



コ—ド 


♦回すとさは本体にコードが巻さ 
つかないよラにして<ださい。 



マグネットプラグ 


結束バンド 


差込みプラグ 


•使巧の巧にはコードをまねているお束 
ドをはずしてください。 

•コードはまねて使用しなし、でください。 

(コードび巧くなり、故障の原因になります。） 


き B 品の交巧 • 麻乂について 

•損傷した場合は、新しい部品と交換（有料）して 
<ださい。 

•消耗品は保証期間内でち「有料」とさせていただ 
をます。 

春お買い巧めの際には製品の型名および部品名をご確 
詔のうえ、お買い上げの販売店でお求めください。 

闲_ムぺージでのご購入は裏表紙参照） 



3品名 

部品番号 

消 

耗 

品 

のぶたノくッキン 

625702 -00 

容器ネット 

626251 -00 

別 

売 

品 

ポット巧容器洗を用クエン酸 
ピカポット （30 gX 4 包 X ) 

CD - KB 03 -J 

電源コード 

CD - KD 12 -J 


4 


r ^ 

操作部 • キーは確実に巧して < ださい。 



使ラー P -10 


上ぶたの巧け方•曲め方 f 上ぶたのはずし方•つけ方 


Ml 丈方 or 上ぶたな崩つまみ」のくぼみを 
巧ず 

@そのまま引き上げ、上ぶたを 
開ける 

巧め方 上ぶたを r カチジ J と音がずるまで 
確実に押し込む 



はずし方 〇上ぶたを約 4 己度脚する 

@1■上ぶた着说ポタン」を押ず 
©押したまま、斜め上に引き抜く 


つけ方 斜め上か6則こ元どおり巧し込む 
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湯をわかず 


使いはじめは、 
フラスチックなどのに1 
おいがずることがあり 
まずが、ご使用とともに 
W かなくなります 。 J 


上ぶたを巧け、別の容器で 

水を入れる 




ホの蕾のストライプラインの 
太をがかわ0ホの屋ぴひと目 
でかかります。 


( 么ここまで J 




• r おか表示 J な上、水を入れない 
でください。 

(巧気口から巧びふをこぼれる原因） 


♦お□か6かを直接入れたり、 
流し台に匿いて底面をめらさ 
ないで<ださい。（本体に水が 
入りな®の原因） 


•熱煮を入れないでください。 
性だき防止機能がはた5 く原因) 
-P.9 


水位管 


♦本体および 
操作部に水 
がかからな 
いようにを意 
してくだ就、。 


♦水なかのちのは入れないでくだ 
さい。 


水を入れると 
ストライプライン 
が太 < な!3まず。 


f 水が入り\ 
I 備の原因 J 




♦巿版の水質改質材（炭など）や S 
ネラル添加巧を入れて使用しな 
いでください。 

(かけ S が詰まりな盾の原因） 


•巧めてお巧いになるとを 
参長期间おないにならなかったとを 

容器ネットを取りつけ、一度湯をわかし、□ックを 
解除して r 給湯」キーを押して1 L 程度の湯ををいだ 
あと、残り湯をすててか5、ご使用ください。 

• 5ネラルウオーターの巧用について 

一部の5ネラルウオーターを使用ずると、水面に 
細かな浮遊物や内容器に乳白色のザラザラしたち 
のびつく場合があります。これは水の成分(ミネラ 
ル分）であり、有害ではありません。 


2 上ぶたを西め 

プラグを接続ずる 



上ぶたは確実に 
閉めて < ださい。 

/倒れたとさに、 
湯び流れ出て 
、やけどの恐れ/ 



奥までしっかり差し込ん 
で < ださい。 


•マグネットフラグの 
先端にピンなど金 
属片やごみを付着 


感覃•シヨート•発煙•発乂、 さなないで<ソをん、 

の原因 ) ^ - ク 


蒸気セーブを巧いながら 

自動的に湯わかしを開始 

沸とうランフび点の、保温ランフぴ点滅 


湯わかしび完了ずると 

自動的に保温を開始 （90 保温) 

沸とうランフび消の、保温ランフび点巧 



蒸なセーブ知とう) 


巧とう直前にヒーターの 
バワーを下げ、巧になる 


蒸巧を 
湯わか 


巧おさえた、巧とラ 
し#!能です。 


(を溫はお10洗になりまず。） 

•室温が低い冬場や湯の S 
びかない場合は巧巧が見 
えやず< な0まず。 


巧わかしげ區查が 15 分※1 
終わるまで面瓦]巧20分《1 


この時間には沸とう後のカルキとばし 
時間(約3分)がさまれていまず。 

(室温23む、水温23で、満水の場合） 


巧ねかしち了を 
療活ぴ約90でになるまで 

1 

1 

2 ぶ l| 

3.0 L 

1 約 40 分 

1 构 40 分 



98離 一 P .10 
60備 一 P .10 


广 

•保通中に湯がかなくなった S 水 
をつぎ足してください。 
值動的に湯わかしが*&*ります。 ） 
ただし、つぎ足ず水の量がかないと 
湯ねかしにな S なし媚合びあります。 
その場合は「再沸と5」キーを巧し 
てください。 - P .9 

•やけどの恐れがありまずので、 
JJTF の巧容をお守りください。 

• お気□にふさんをかけない 
* 蒸気□か S 出る蒸気にを意する 
-沸とラランフ点の中は上ぶたを 
開けない 

. 湯わかし中は湯ををびない 
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湯ををぐ 


® を巧ず 



2靈を押して湯ををぐ 



ロック解除ランプび点灯し、巧 
が注げる巧態になりまず。 

•□ック解除ランプび消えているとさは 
湯は出ません。 




•巧容器が空のとを、 
□ツク解除して r 給湯 J 
キーを 巧さないで< 
ださい。 



をぐとき本体が回6ないように注意して 
<ださい。 


♦湯わかし直後やしぱらく給湯していないときは、湯びめる 
い場合びあります。1杯目の湯はすててください。 

♦沸とう中や沸とうをしばらくは湯が出にくしにとびありまず。 

♦磊わかしおよび保温中は本体び熱< なりますのでを意し 
てください。 


残り湯をずてる 


お打 !~~I 



注ざ終わると約10秒をに口 
ック解除ランプび消え、 r 自 
醜拾巧□ック」たなりまず。 

/-も I - N 

うつか Dr 給ち J キーに汹れたとき、 
洁が化ないを端能です。 

♦まがないとさち約1〇移後に 
,□ックをれます。 , 


おを注いだあと、製品を倾けたり、 
ゆず5ないでください。 

(ミ主ざ口からしずくび垂れて 
やけどの恐れ）^ 


i プラグを巧き、 'ウ両手で本体を持ち r 湯ずて位置 J 
* 上ぶたをはずず I 么 からずてる_ 




八ンドルをしっか0 
おをえて <ださい。 


湯をずてるときは 


♦すてるおや蒸気にま意し 
て < ださい。 

(やけどの恐れ） 

♦まざ□からしず < びきれる 
ことがちるのでを意して< 
ださい。 

(やけどの恐れ） 


r ■"心か- - 

•めれた手で差込みプラグや7グ 
ネットプラグを持たないでくだ 
さい。(ショート•感覃の思れ） 

春上ぶたは公ずはずして湯をず 
てて < ださい。 

(上ぷたがはずれ、やけどの恐れ） 

•お作部やヒンジ部ソ\ンドル•フ 
ラグ差込み□に巧がかからない 
よラを意して < ださい。 

(やけど•故廣①原励 

•容器ネットをなくさなし巧くだ 
さい。 

参1日1回は残り巧をずててくだ 
さい。 

(水アカの巧着の原因になりまず。） 


r 再满とう 保活中のおを再びわかすときに巧います。^ 

0柳ず訟、!就惡點驟プが 



再沸とラび完了ずると保温に 
切 D かわ D まず。 


I 再满とうが終わる I 
I までの時間 I 

唐温巧で.満水の場合) 


98保通の場合 


1〜2分 


901^の場合 


3〜5分 


♦再沸とう時は、蒸気セープになら 
ないことがあ0まず。 

♦再沸とラ中や再沸とラ後しばら 
くは湯び出にくいことびありまず。 



广 -^ 

♦再沸とラさせるとさは、 
給水表示な上の湯が入 
つていることを確かめ 
てから r 再沸とラ」キー 
を押して < ださい。 


巧だき巧化 


赞 

^3 




-©98 
-© SQ 1 
- €)60 

崎時マ巧 



•空ださを繰0返ずと 
フッ素被膜がををし 
たり、はぴれたりす 
る原因にな0まずの 
でごま意 < ださい。 


なのよラなとホは、 M による技 M を於ぐために空だを 
防止«簡ザはた 3 W てヒーターへの通«が止ま D 、 表巧 
でお知5せします。 


♦水を入れずにプラグを接席したとき 
♦給水表/テ下の水 S で湯わかししたとき 
•湯を使いをつたまま放且したり、給水ずるため上ぶたを M 
けたまま放巧したとを 
•プラグを擦扇を、ずぐ熱湯を入れたとき 




プラグを巧を、巧容器び十分をめてか6 
水を入れ、再びプラグを接続ずる 
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98ほぉ/60ほ温 


@を巧して設をを切0か无る 


キーを押すたびにランプが巧動し、保温温度の 
巧更と7時間タイマーの設定がでをまず。 



時巧タイマ- 





98制 


9日ではコーヒーや紅茶.カップめんをつくるのに 
適した温良でず。 


rssj を逛ぶ 

湯わかしが終わると沸とラランプび消:な、 
保湿ランプが点む 



•沸とラし続けるのを防ぐため、気圧などの条件 
によつては、96〜97むで保温することびあり 
ます。 




60巧通 


湯温を約60でにしまず。 


reoj を涅ぶ 

湯わかしが鞭ねると沸とうランプが消!な、 
保痛ランプが点滅 

—^^3 


参保温中に設定した場合、60保溫設定の 
2秒後に点滅にかね0ます。 





湯温が約目0でに 
なると保通ランフ 
び点滅か6点なに 
かねる 


098 
〇風 

Ea 4 {^款 


•室溫などにより時間む^ tr ることがちります。 
参保温温度を早く下げたい場合は、湯の星をお S し 
てください。 

•湯温び下げっている送中で給水すると、沸とうし 
ないことびあります。 


巧わかしち了後、巧活び60でになるまでの時間 


1。|の》合 

約2時 M 10分 

2ぶしの場合 

約4時間10分 

注 0L の場合 

お4時 W30 分 


僮温23での場合) 
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參切りか文は保通中でち行无まず。 

/湯の温度により、自動的に再沸、 
、とうを開始する場掛化ります 。 j 


♦ -- 


プラグがはずれた場合 


参誤ってフラグびはずれた場合、再びフラグを 
接続してください。 

•数分間フラグびはずれたげ態び続いたあと、 
再ぴプラグを接続すると、90瓶届に戾り、自 
動的に再沸とうを開始することびあります。 


I が巧時などしば5く使ねないとをに. 

7 時聞タイマ— 


の0保温に設定しまず。 


就沼時などしば5く使わないときは電気代を節約できます。 
(7 時間タイマー中はヒーターへの通電が止まりまず。） 


r 7 時聞タイマ ー J を涅ぶ 


タイマーランプと保温ランプが 
約2砂間同時に点灯 


保温ランプが消巧し、7時間タイマー 
設定完了 



が2磯 



( 

7時間タイマーび自動的に開始 

) 

♦ 

( 

自動的に湯わかし開始 

) 

タイマーランプび消な、巧とうランプび点な、保通ランプび点巧 

♦ 

( 

7時間をに湯わかし完了 

) 




巧とうランプが消灯、保温ランプび点む 
♦室湿•水湿 • 水量により7時間より前に湯わかしび完了しまず。 

争一度フラグびはずれると7時間タイマーは解除されますので改めて設定してください。 
参タイマーを取り消すとさは、 r 保温設定/タイマー」キーを押して保温温度を選択ずる 
か r 再沸とう」キーを1回巧してください。 

参「98保温」「60瓶品」の7時間タイマー設定はできません。 

































































































お手入れ 


化ずプラグホ巧き、巧り湯をずて、本がが 
をめてか S 行って < ださい。 


鲁ほが tbn たげ誦巧 Hffl « 逆さまにしてなませないで < だを！ ん （巧 a にががん D ♦曲 ■•をびの 眉旧) 

ィ参シンナー•ベンジン•みびきお•たねし類(ナイロン•を属製など）•漂白剤などを巧わなし、でください。 
€〇5> ロッお放 S が傷つく原因） 

♦食器洗い乾燥機•食器乾巧器を使用しないでくださし、（樹脂のをおの原因） 

♦長期間使用しないときは、十分韵8させて、ニオイがつかないようにし、ポリ袋などに入れて保管してください。 



( ♦必ず取りつけて使用してください。 \ 

I (異物び電動ポンプ内に入り、湯び出なくなる原因 ） Jj 


巧ぶた 


めれた柔らかい 
スポンジでぶを巧る 

巧期的にクエン StSEik ホ 

ずる 一 P .13 


♦ホをびが①斑点（もらいさび）びある 

•扭白を•黒をなどのを色•膜状のものが浮遊している 

/使用される水質や湯わかしの回数によって、 

V 巧れのが態は違ってをます。 ) 


巧 g » か3はホし、 
ブラシで济ラ 


引を巧くとはずれまず。取りつける 
とさは、しっか D と巧し込みまず。 

巧れび取れなし^^合は、容器ネットを交換してください。 


よ<巧ごた柔3かい 
巧で巧れをぶき巧る 


け!滿いや操作パネル部には水をかけないでく 
ださい。（内部に水び入り、巧障•さぴの原励 


e いた柔 S かいホで巧れち 
ぶを巧る 


3ムカ八一にごいて 

本体の底にあるゴムカバー2個は、巧全のために取りつけて 
いまずのではずさないで<ださい。また、万一はずれたとさは 
指で押し込んで元どおりに取りつけてください。 



巧ぶたパッキンの交換 巧ぶたバジキンは消耗品でず。1年巧目やすにご拍强ください。 


巧しい内ぶたパツキジは、めれた柔6かいスボンジでぶいてか6取りつけてくださし、。 



(D 3本のネジをゆるめる 
© 巧ぶたパジキンをはずす 


白?避猶證••巧"し避ぶレ微品 


广 - - 

•ネジは上ぶたか目はずさないでくださし)。万一 
[ はずれた場合、ネジをなくさないでください。^ 


①巧ぶたか用に、巧ぶたパッ 
キンを図の巧〇まつち0と 
はめ込む 

( D ネジを確実に巧めつける 


垂巧ぶたをはずした 
場合は、正しく取 
りつけてくたでい。 
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巧ぶたパッキンが白く巧色ずると、傾けたり誤って倒したときに、 
±1 ぶたと本がのずき間か5湯た巧げ I 出てやけどの恐れがちりまず。 


1〜3力月に1回は 

クエン度巧を(ピカポット) 


泡立ち、ふをこぼれ防止のため弊社のビカポダト（ボット内容器洗を用クエン巧）を 
お使いください。（別巧品）一 P .4 


準扁 


巧容器に容器ネット 
が巧りつけ S れてい 
るか確認ずる 



>容器ネットが巧れている場合は、） 
内容器からはずし、ブラシで洗つ 
て再娜りっけてください。 J 


コツプにクエン酸 30 良を入れて、める 
ま湯で溶かし、巧容器に水といっしょに 
満水表示 （ A ここまで ) まで入れる 


口•水は満水表示が上入れない 
<^ s > でくださぃ。 

(ふきこぼれる巧れ） 


P ±1 ぶたを閉めプラグを接続して、が句を 3 砂な上巧ず 



統浄時間^ 

約1時因30分 

※洗を時邸ま、水■•水 
温•き洁などにより 
夕少かわりまず。 


〇プラグ•上ぶたをはずしておずて位 
*ク因か S 湯をずてる 


^水だけをわかし、湯をコップ1村超度 
>化出さはたあと、残0の巧をずてる 
(巧容器およびをぎ□内部をすずぐため） 


_ 煮をずてるとをは 

♦ずてる湯やお気に注意して < ださい。 

(やけどの恐れ） 

♦まぎ□か5しずくび垂れることびあるの 
で注意してください。 （やけどの恐れ) 


途中でクエン酸洗をを取り消ず巧合は 

I 抜いてください。 


プラグを5秒な上 


^一り 


♦汚れび落ちにくい場合は、綾り返 
しクエン酸な浄をしてください。 


参アルカリイオン水をご使用になる場合は内容 
器にカルシウムが付着しやずくなります。また、 
内容器や容器ネットに付着した水アカなどの 
巧れをそのままにしてお < と、湯わかしの音が 
大さくなつたり、湯の出び悪くなります。 


商品 Q&A 


水なかのちのを入れてもいい^ 
のですか？ > 

巧！•の原因や、入れたちのびふを出してやけどの巧れびあ D まず。 
水なかのちのは入れないで<ださい。 

巧曰巧はかえないといけない、 
のでずか？ ^ 

水アカが J ■の巧因にな0まずので、1曰1回は、巧〇湯をずてて <だ 
さし、。 

ミネラルウォーターを使用し、 
てをいいのですか？ ^ 

— 巧のミネラルウォーター巧巧用すると、水面に巧!かが巧芭物や巧 
容器に? L 白色のザラヴラしたちのがつく*合びちります。これは 
ホの巧分(ミネラル分)であり、ち害ではちりません。 

アルカリイオン水を使用して^ 
をいいのでずか？ ^ 

アルカリイオン水をご使用になると、巧 gs にカルシウムが付* f し 
やずぐな D まず。まめにお手入れ巧して < ださい。 

クエン酸洗淨中に巧を巧んで k 
しまつた！！ ^ 

クエン巧に拓巧されている巧客に巧ってくだをい。 

«巧ポットの■源を入れたま^ 
までが出してち大丈夫？ ^ 

万一、水がなくなったときに空だき防山*能化一夕一への aw ホ 
OFF にしまず。）ぴはた S をまずのでご哀むください。 


け 2 

► P .8 

► P .7 

► M 3 

い .9 
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故盾かなとおつたとを 


-ちお a ベ 


はれる前に、 
<ださし、。 



化 


漏がわかなし、 


►〔プラグを差し込んで<ださい。 


活びにおラ 


クエン致で巧容器をお手入れして 
くだをし)。一 P .13 


-度满をわかし r 給巧 J キーを巧し、 
1 L 程度の煮ををいだあと、残り煮を 
ずててからご使用くださし、心 P .7 


>使いはじめはフラスチックなどのにおしがすることびありまずが、ご使用ととをにかなくなりまず。 
>水道水に含まれる消毒用塩素(カルキ臭)び残ることびあります。 


をぞ口や蒸気口か S 
湯が自がに出る 


おび出ない 

出に < い 


洁の中で膜状のをのが 
巧巧している 

で^ P ッ累被膜がはがれてを、 
' ^ 、ているのでは？ ) 


巧容器に？ L 白色のザラ 
ザラしたちのがつく 
/巧わかし中に大をなま、 
、がする } 


内容おにホさびがの 
巧点びつ< 


5つのランプぴ 
同時点なする 


保温ランプと 
タイマーラン 
プが同時点巧 
ずる 


r^n 



水を満が表示な下に船してください。 


一度上ぶたを関け、泡を逃がしたあと 
b 3； たを巧めてください。巧筋に逆き） 


的容器•容器ネットをお手入れし 
て<ださい。一 P .12 



►〔プラグを差し么んでくださし、。 


クエンがで内容器をお手入れし 
て<ださい。 - P .13 


水アカ 


巧使1ル、ただレ 1で!^、るラ S に、 
水の申に舍《れで W ホカルシウ 
ムなどのまネラル巧が . nss 
や wi ネジトにが»レでを*す。 
これは r ホアカ J と■われでいる 
をので、 m では巧 D まだん。 



プラグを巧を、内容器が 
十分をめてから水を入れ、 
再びフラグを差し込んで 
ください。 


クエンお洗'净を取0消す 
場合、プラグをいったん巧 
き、已砂な上たってか5もう 
-ち差し込んでください。 


参巧ぶたパッキンは消舞品ですので、1年を目やずにご確設ください。上ぶたと本体の 
すを固か6巧気がもれたり、白くをちしてをた場合は交巧してくださし、。一 P .12 


内ぶたパッキン 


•上ぶたのが1!旨部品は、ご使用にとちないなんでくる場合びあ0まず。食品衛生上 
安全な材料を使用していまずが、拍脂部品がををしたりザラザラしてきた場合は、 
交換(有料)して <ださい。 


細旨部品 


ん 

な 

m 

巧 

巧 

し 

ぶ 

養 


クエン ns 免を中です。 
一 P .13 


水が少なかつたり、熱 
湯巧入れたため、巧だ 
を防止なががはた6 
し、ています。 - P .9 


水の中の巧分にぶるをので、巧容 
器のなをではちりません。 


巧さ器についた水アカなどの巧れ 
をそのままにしておくと、音び大 
をぐな D ます。 


水の巧がミネラ励によるもので、 
巧容器の篇まやフツ棄彼膜のはが 
れではち0ません。 


水巧にカルシウムび付巧しておび 
出に << なることびお日まず。 


プラグがはサれていませんか? 


自曲觀□ジクになつてい洗んか？ 


巧奋器•容器ネジトに水アカなど 
びついていませんか？ 


巧とう直後数分田は、巧が出に< 
くなることびあ D まず。 


水を巧水 aauiUbx れていませんか? 


田巧わなかった 


お手入れ(クエン！!^)されていますか？ 


惦撤こ水アカなどびついてしほせんか？ 


フラグびはサれていませんか? 


湯をわかず 
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本体び無くなる 

♦湯洁や室洁がちし^合は本体か側が約60でになる場合がちりまずが異常ではありません。 

そ 

載原コードがなくなる 

♦湯わかし中は、 S 源コードが热くなる場合があ0まずが異巧ではありません。 

の 

■■■一 

上ぶたを閣巧するとをに 
r カラカラ J とい强师る 

参万一お倒した場合、巧の流出を防止するためのおを0の動く音でず。異常では 
ありません。 


表/ち部がくもる 

参巧□か6給水したり、流し台にち接置いて底面がめれたりずると、本体に水び爱入し、表示 
巧がくもることがありまず。シヨート-巧爾の原因になりまずので使用を中止してください。 


巧容器（フッ素加工)は、ご使用にともなし、«んでくる場合がおりまず。 
お貝し、上げの販売店または、! Stt のおさなご巧致な□にご相談くださし、。 


仕様 


^ 型 名 CD - JE 22 

CD - JE 30 1 

定格 容屋 

2.2 L 

3.0 L 1 

更 お 

交流10 0 V 50/60 HZ 

消費 單力 

985 W 

消費電力量 

年間 

363 kWh / 年 

422 kWh / 年 

1曰当た0 

0.99 kWh / 曰 

1.16 kWh/B 

コー ドの長を 

1.0 m 1 

外お寸法（約 C m ) 

幅 21.5 X 奥行 28 X 高さ 25-5 

幅 21.5 X 奥行 28 X 高さ29.5 

質量（コード含む） 

約 2.2 kg 

約 2.3 kg 

^^爾動ポンプ(關樣)消費が 

約 li 日 W J 


•消き话力里とは、日本运搪工業会自主基準による測定の場合でず。 

(室湿23む、湯わかし2回/旧、再沸とう1回/旧、保見目0むでの時間/1日、36日日/年間） 

•7 時間タイマー使用時の消ち電力は約0ぶ W です。♦電動ポンフ(電動機)消ち電力とは、給湯時の消を電力です。 

•高さは、八ンドルを倒した場合のすをです。 

参特定地域府い山‘厳き地)におしのま、所定の性能び確保できないことびありまず。こうした場所での使用はなるべくおさけくださし、。 
•この製品は、日本国内交济10 0 V 専用に設計されています。電源ち巧や電源周波数の異なる外国では使用でさません。 
また、アフターサービスち でをません。 

i his appi 旧 nee was designed for use in Japan only where the loc 扫 I voltage supply is ACloOV and should not be used 
in other countries where the voltage and frequency vary . After sales-service for this appliance is not available outside of Japan . 


アフターサービス 


1. 保粗書の内容のご確度と保含のお願い 

必ず「販売店印およびお買い上げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げの販売店から受け取り、内容をよ < お読みのラえ、大切に 
保管してくださぃ。 

2. 保酬間は、お頁い上げ日よ D 1年間 

ただし、巧ぶたパッキン•容器ネットは消耗品のため、保进期間 
巧でも r 有料」です。 

3. 修理を巧巧をれるとき 
づ呆巧巧巧中》 

製品に保証きを添えて、お貢い上げの販売店にご持きください。 
保証きの記載内容に基づき修理しすこします。 

<巧巧期間巧巧遇しているとお^ 

修理ずれば使用でをる製品は、ご要望により有料修理いたします。 


14. 補が用性能部品^の保有期巧は、製造巧 
I ち切りを5年間 _ 

※性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。 

5. 修理料金の仕巧み 

修理料をは、巧術料•部品代•出張料などで構成されてし、ます。 

r 就诛 U は、診断•故障箇所の修理およぴ部品交換•調整•修理 
完了時の点検などの作業にかかる費用です。 
r 肺品代 J は、修理に使用した部品および補助材料がです。 
r 出張巧 J は、製品のある場所へ技術ちを派ちする場合の育用です。 

■お客なご自るでの修理•分がやな【造は巧巧にしないで 
<ださい。 
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